
第１回ヤリタナゴ懇談会の記録 

 

１．日時    令和 3年 7月 2日（火）17：30～ 

２．場所    藤岡北高校  ビオトープ・環境土木棟 2F CAD室 

（受付後、ビオトープ見学） 

1) 開会 17：30～ 

司会進行：新井 健司 （藤岡北高等学校） 

2）挨拶  県立藤岡北高等学校校長 綿貫 忠男様 

   藤岡市文化財保護課 櫻井 秀幸様 

3）参加者自己紹介（参加者 31名、名簿別添） 

4）講演 

・藤岡市のヤリタナゴの現状について  斉藤 裕也（ヤリタナゴ調査会） 

・藤岡市のヤリタナゴ保護活動     環境土木科 環境工学コース生徒（資料別添） 

 

5）意見交換 

〇司会（新井）：ヤリタナゴ等の現状を踏まえ、課題の解決策として、目的を「小川の未来

を考える」として、ヤリタナゴ懇談会を創設した。 

保護の現状は、ヤリタナゴを含む淡水魚の生息場所の減少、ヤリタナゴの知名度の低下、

学校飼育校と飼育数の低下などがある。 

課題としては、生息場所の保全及び維持管理、新たな生息場所の創出やヤリタナゴの名前

浸透、環境保護のできる人材育成がある。 

将来展望として、藤岡市において、ヤリタナゴ保護活動が上手くいき、環境保全や地域コ

ミュニティが形成され、他の同じ問題を抱えている地域の先進事例となる可能性がある。皆

さんが今まで積み上げてきた活動や成功の秘訣などの暗黙知の形式知化などをしたい。 

〇福田：情報の共有がなされてなくて問題が起きる場合があるので、今後はその様な事が

無い様な体制が必要 

〇高橋：チノービオトープフォレストは藤岡市とヤリタナゴの保護に関する覚書を締結

し、ビオトープを保護の場所として提供してきたが、市からヤリタナゴの供給がなくな

り、現在は生息していない。また、締結当初のようにビオトープにヤリタナゴを泳がせた

いと考えている。 

〇橋本：環境水路の工事は、専門家の意見を反映させて工事をしているか。 

〇中林：ほ場整備事業を所管している立場から、たいへん申し訳なく思う。 

下戸塚地区の環境水路を確認したところ、景観には配慮したものの、（空積みでないこと

のほか、水深が確保できない水路断面になっていることなども含め）魚類の生息には十分

に配慮したものになっていなかった。 

今後は、このような懇談会などを活用して、専門家の皆様の意見を反映させていきたい。 



〇常澤：やりたなごが再発見されて以来、地元の小学生と保護活動を続けてきたが、元々

は農業用水に昔のようにメダカを泳がせたいと思ってやってきた。川の中には多くの生き

物が生活しているので大切にしてほしい。 

〇掛川：先ほどの講演「ヤリタナゴの現状」では、来年改定される県レッドデータブック

にヤリタナゴが野生絶滅ランクに入る可能性があることに触れられていませんが、そのこ

とについて、ご説明いただきたい。 

このことは、保護活動に協力してくれて来た市民や子供たちに何らかの説明をする必要

がないか。 

また「小川の未来を考える」の発表では、ヤリタナゴが減少した原因について、保護団

体の高齢化による減少とされているが、その面もあるとは思うが、主たる原因はほかにあ

る。 

〇斉藤：野生絶滅については、現在検討されている。このことについての説明は、要望が

あれば行う。 

〇山田：ヤリタナゴの RDB評価「野生絶滅」について 

野生絶滅は「絶滅」という言葉を意識しやすいが、種が残っている点で大きく異なる。 

「野生絶滅」の定義は、人による飼育や本来の生息地以外のみで生存していることを言

う。 

現状、県内ではヤリタナゴが本来の生息地では消えてしまったため、野生絶滅と評価され

たのだと思う。 

生物多様性には３つのレベル（生態系・種・遺伝子）があり、藤岡のヤリタナゴは遺伝

子の多様性を守っている。ヤリタナゴは他の地域にもいるが、群馬県内のヤリタナゴは藤

岡しか残っていない。藤岡のヤリタナゴはまだ残っている。野生絶滅を悲観しないで保護

を続けてほしい。 

生息地が回復したら、野生絶滅からランクは戻るのか。野生絶滅から絶滅危惧に戻る例は

少ないと思うが、例えばトキは一度野生絶滅となったが、中国からの繁殖個体の放鳥により、

現在は絶滅危惧ⅠA類になっている。藤岡のヤリタナゴも本来の生息地に戻ってくることが

できれば、絶滅危惧に戻る可能性がある。 

〇新井：ヤリタナゴ懇談会は、今後も続けていきたい。 

次回は 9月 24日にチノービオトープで開催したいと思うが、チノーの高橋さん、いかがか。 

〇高橋：了解です。 

 

*新型コロナウイルスに係る警戒度が上がったため延期し、10 月 20 日に開催した。 

 

 

訂正、修正、問い合わせはヤリタナゴ懇談会幹事会 掛川優子まで 

Kakegawa2015@fg7.so-net.ne.jp 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上毛新聞 2022年 7月 4日 

 

 

 

 

 

 

 



 

 


